
 

とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

幼稚園・学校番号 1293419 

施設名（園名等） 立川かしの木幼稚園 

 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

日常をアートとしてとらえる 

 

当園の理念「心豊かな集団づくり」と“根っこ”を育てる教育目標のもと、子どもが自ら

選び、試し、続けられるコーナー環境や自然と接続する園の強みを活かして設定した。 

日常の観察から見られる素材や光・火などへの強い関心と、友だちの表現を通して問い

を深める姿を踏まえ、日常そのものを探究の場として再定義した。 

【通年（4 月〜3 月）】 

日常的なコーナー保育（毎日） 

※補助的に週 1 回アート教室（Happyart） 

 

【特別プログラム】 

森の小さな探検隊／インスタレーション〈かしの木展〉／親子でたき火 

 

【活動内容の発信】 

カシノキジャーナル発行・活動共有 

 

 

別紙３  

様式例 活動報告書

実績報告 別記第２号様式 別紙２の 

テーマごとに作成してください。 



















































４．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

【日常的なコーナー保育を通して】 

① 自然の中では、子どもは自ら問いを持ち始める 

園庭での泥んこ、どんぐり、焚き火、落ち葉、イチョウの葉との出会いの中で、子ども

たちは「みて！見つけたよ！」「いっぱいだぁ！」と発見を共有していた。 

また、コーナー保育の中では、園庭で拾った木の実や葉、見つけた虫などをデジタル顕

微鏡で観察し、「これ、もようがある」「足がいっぱいあるね」など、見えたことを子ど

もたち同士で言葉にし合う姿も見られた。 

保育者が課題を与えなくても、自然環境や身近な素材そのものが問いを生み出してい

ることに気づいた。 

自然は“教材”ではなく、子どもの探究を引き出す環境そのものである。 

 

② 繰り返しが、集中と自信を育てる 

紐通しや制作活動では、集中して何度も試す姿や、「難しい方もやる！」と挑戦する姿

が見られた。 

 

泥だんごや積み木、水路づくりなども、一度で完成するのではなく、崩れ、やり直し、

また作るという過程を繰り返している。 

うまくいかない経験こそが、粘り強さや調整力につながっていることを実感した。 

 

③ 子ども同士の関わりが探究を深める 

制作を覚えた子が友だちに教える姿や、分からない子が友だちに聞く姿が自然に生ま

れていた。 

大きな作品づくりの中では、意見を交わし、協力し合いながら形にしていく様子が見ら

れた。 

保育者が中心にならなくても、子ども同士の関係性が探究を推進する力になることを

改めて感じた。 



 

 

④ 日常の何気ない姿こそが“表現”である 

泥んこの足あと、ふとこぼれる言葉、集中した横顔。 

園庭で見つけたものを顕微鏡でのぞき込み、「なんでこうなってるんだろう」と語り合

う姿もまた、子どもたちなりの表現であり、探究の姿である。 

それらは特別な制作活動でなくとも、その子だけの「今」を映している。 

「日常そのものがアート」という視点は、特別な行事ではなく、日々のあそびの中にす

でに存在していることを再確認した。 

 

⑤ 保育者の役割は“共に試行錯誤する伴走者”である 

保育者がそばで共に試行錯誤し支える姿勢が大切。 

自然の中でも制作の場面でも、教えるのではなく、 

・見守る 

・問い返す 

・環境を整える 

という関わりが、子どもの主体性を支えていることを実感した。 

 

＜総括＞ 

かしの木幼稚園の日常は、泥んこも、焚き火も、廃材も、積み木も、すべてが探究の素

材である。 

さらに、園庭で拾ったものや虫をコーナー保育の中でデジタル顕微鏡で観察し、見えた

ものを子どもたち同士で語り合う姿からも、日常の発見が自然に探究へとつながって

いることが見えてきた。 

振り返りを通して見えてきたのは、子どもはすでに探究者であり、保育者はその探究を

邪魔せず、環境を整え、関係をつなぐ存在であるということ。 

自然と共にある日常の中で、子どもたちは今日も、自分だけの問いを見つけ続けてい

る。 

 

 



 

 

【Happyart の振り返り】 

（位置づけ：日常がアートという根本活動を補助する役割） 

Happyart は、当園における「日常がアート」という探究の根幹を支える補助的な活動

として実施している。中心はあくまで日常のコーナー保育や自然遊びにあるが、

Happyart はその探究を広げ、深めるための“実験的な場”として機能している。 

振り返りを通して見えてきたことは以下の通りである。 

 

① 偶然を楽しむ感性が育っている 

子どもたちは、自分の意図を超えて起こる変化や現象に驚き、面白がる姿を見せてい

た。 

結果をコントロールすることよりも、「どうなるだろう」という期待や観察を楽しむ姿

勢が育っている。 

これは、自然遊びの中で起こる予測不能な変化を楽しむ姿と共通している。 

 

② 優劣のない構造が自己肯定感を支えている 

活動設計上、作品に優劣が生まれにくい構造を意識してきたことで、 

「自分にもできた」という実感を多くの子どもが得ていた。 

この成功体験は、日常の探究活動において挑戦を継続する土台となっている。 

 

③ 素材や表現への視野が広がっている 

素材の見方や使い方を広げるきっかけになっている。 

日常の遊びの中で、子どもたちが素材を再解釈し、新しい意味づけをする姿が見られる

ようになった。 

これは、インスタレーションや廃材遊びにも還流している。 

 

④ 技法の経験が日常活動を支えている 

折る・混ぜる・貼る・重ねるなどの基礎的な経験が、 

日常のコーナー保育において「やってみたい」を形にする手段として活用されている。 

技術習得の場ではなく、“試せる引き出し”を増やす場として意味を持っている。 

 



 

 

⑤ 「特別な日」が日常を強くする 

日常の探究を補強する位置づけで継続してきた。 

振り返ると、Happyart で得た感覚や経験が、コーナー保育や自然遊びの中で再び使わ

れていることが確認できた。 

 

＜総括＞ 

Happyart は、日常の中心に立つ活動ではない。 

しかし、日常をより豊かにするための補助線として重要な役割を担っている。 

子どもたちの 

・偶然を楽しむ力 

・自信を持つ力 

・素材を再解釈する力 

・試行錯誤を続ける力 

を静かに支える存在であり、「日常がアート」という園の理念を、外側から補強する活

動である。 

 

 

 



 

 

【特別プログラム~インスタレーション~の振り返り】 

（かしの木展） 

１．位置づけ 

本活動は、日常のコーナー保育で生まれている子どもの探究や表現を、空間全体へと拡

張する取り組みとして実施した。 

作品を完成させることを目的とするのではなく、 

子どもが素材や空間と関わりながら試行錯誤するプロセスそのものを大切にする場と

して位置づけている。 

日常で育まれてきた「選ぶ」「試す」「続ける」という姿勢が、 

より大きな環境の中でどのように広がるのかを確かめる機会でもあった。 

 

２．活動を通して見えたこと 

① 環境が子どもの思考を動かす 

空間全体を素材として扱うことで、子どもたちはこれまでとは異なる視点で環境と向

き合っていた。 

素材の置き方や広がり、光や動線の変化によって、 

子どもの動きや対話が自然に生まれていく様子が見られた。 

保育者の指示よりも、環境そのものが問いを生み出していることを改めて実感した。 

 

② 個の表現が関係の中で広がる 

一人の発想やつぶやきが、周囲の子どもに影響を与え、 

空間全体の表現へと広がっていく場面が見られた。 

インスタレーションは個人制作ではなく、 

関係性の中で変化し続ける活動であることが明確になった。 

協働の中で、意見を伝え合い、折り合いをつけ、再構成していく姿が育っている。 

 

③ 過程を共有することの意味 

展示の場は成果を見せるだけでなく、 

「どのように考え、どのように試してきたか」を共有する機会となった。 

保護者や他クラスの子どもたちが空間を体験することで、 

子ども自身が自分の試行錯誤を振り返る時間にもなっていた。 

表現は完成した瞬間よりも、そこに至るまでのプロセスに価値があるという視点を、園

全体で再確認した。 

 



 

 

④ 日常との連続性 

インスタレーションでの経験は、その場で完結するものではなく、 

その後のコーナー保育や自然遊びへとつながっている。 

素材の扱い方、空間の見立て、友だちとの関わり方などが、 

日常の中でより豊かに表れている。 

本活動は、日常の探究を一時的に拡大し、再び日常へと還流させる循環の一部である。 

 

３．総括 

インスタレーションは、特別な展示活動ではなく、 

日常の探究を空間規模で可視化する取り組みである。 

・環境が問いを生むこと 

・関係の中で表現が変化すること 

・過程を共有することで学びが深まること 

これらを改めて確認する機会となった。 

子どもたちが空間の中で試行錯誤した時間は、 

自ら考え、仲間とつくり続ける力を確実に育てている。 

 



 

 

【カシノキジャーナルの内容・位置づけ・振り返り】 

１．内容 

カシノキジャーナルは、園の日常的な探究活動のプロセスを可視化し、家庭および地域

へ共有するために発行している記録媒体である。 

活動の成果物を紹介するのではなく、 

・子どもの言葉 

・活動中の試行錯誤 

・友だちとの関わり 

・環境との出会い 

といった「過程」に焦点を当てて編集している。 

写真や文章を通して、日常の中で生まれている問いや発見を丁寧にすくい上げること

を目的としている。 

 

２．位置づけ 

カシノキジャーナルは、単なる広報物ではない。 

本園のテーマである「日常がアート」という実践を支える、 

探究の循環装置として位置づけている。 

園内では、 

記録 → 共有 → 対話 → 環境調整 → 再実践 

という循環を生み出す役割を担っている。 

また、家庭にとっては、 

・子どもの姿を深く理解する手がかり 

・園の保育観を知る窓 

・家庭での会話のきっかけ 

となる媒体である。 

ジャーナルは、園と家庭をつなぐ「信頼の窓」として機能している。 

 

３．振り返り 

① 記録することで保育の質が可視化された 

日々の何気ない場面を言語化する過程で、 

保育者自身が子どもの姿を再発見する機会となった。 

記録は報告のためではなく、 

保育を再設計するための材料であるという認識が強まった。 

 



 

 

 

② 過程共有の重要性が明確になった 

成果物ではなくプロセスを共有することで、 

保護者の視点が「できた・できない」から 

「どう考え、どう試したか」へと広がっていった。 

これは、本園の探究型保育の理解促進につながっている。 

 

③ 子どもの言葉が中心にある文化が定着してきた 

ジャーナルを通して、子どもの言葉やつぶやきを記録する文化が園内で強まった。 

子どもの発言を保育の中心に置く姿勢が、 

より意識的なものへと変化している。 

 

④ 日常の価値を再確認する機会となった 

特別な行事だけでなく、 

日々のコーナー保育や自然遊びの中にこそ豊かな探究があることを、 

改めて整理することができた。 

ジャーナルは、 

日常の価値を言語化し、園全体で共有する媒体として機能している。 

 

４．総括 

カシノキジャーナルは、 

・記録する 

・共有する 

・振り返る 

・再設計する 

という探究の循環を支える基盤である。 

活動そのものではなく、 

活動を“次につなげる仕組み”として重要な役割を担っている。 

子どもの言葉とプロセスを丁寧にすくい上げ続けることが、 

本園の「日常がアート」という実践を支えている。 

 

 



 

 

【令和 7 年度 すくわくプログラム 振り返り】 

 

１．全体総括 

2025 年度のすくわくプログラムは、「日常がアート」というテーマのもと、特別な活動

を増やすのではなく、日常の探究を中心に据えた実践として展開した。 

コーナー保育を基盤とし、Happyart、インスタレーション、森や焚き火の特別プログ

ラム、そしてカシノキジャーナルによる記録・共有を組み合わせることで、探究の循環

構造を意識的に構築してきた。 

振り返りを通して見えてきたのは、活動の量ではなく、探究の質が確実に深まっている

という点である。 

 

２．子どもの変化 

① 問いを持ち続ける姿勢 

子どもたちは、環境や素材との出会いの中で「なんで？」「どうなるの？」と問いを発

し、自ら試す姿が増えている。 

特別な場面だけでなく、日常の遊びの中で自然に探究が始まる姿が定着してきた。 

 

② 試行錯誤を楽しむ力 

偶然の変化や予測不能な出来事を面白がる姿勢が育っている。 

失敗を避けるのではなく、やり直すことや続けることを選ぶ子どもが増えている。 

 

③ 協働的な探究 

インスタレーションや自然体験を通して、他者の発想に影響を受けながら再構成する

姿が見られた。 

個人の表現が関係の中で広がる経験は、集団 



 

 

３．保育者の変化 

① 環境を見る視点の深化 

環境が子どもの思考を動かすことを再認識し、保育者主導ではなく、環境設計を重視す

る視点が強まった。 

 

② 記録文化の定着 

カシノキジャーナルを中心に、日常の姿を言語化する文化が強まった。 

記録が単なる報告ではなく、保育を再設計するための材料として機能している。 

 

③ 日常の価値の再確認 

特別な成果を求めるのではなく、日々の試行錯誤こそが子どもの学びの本質であると

いう認識が職員間で共有された。 

 

４．家庭との関係 

月 1 回のジャーナル配信と紙媒体共有により、日常の探究過程を家庭と共有すること

ができた。 

特別プログラムでは親子で体験を共有する時間が生まれ、園と家庭が同じ視点で子ど

もを見る関係性が深まった。 

保育の「意図」が見えることで、信頼関係が強化されている。 

 



 

 

５．循環構造の確立 

2025 年度の最大の成果は、活動単体の成功ではなく、 

日常探究 

↓ 

特別プログラムによる拡張 

↓ 

記録・共有 

↓ 

振り返り 

↓ 

環境再設計 

という循環が実際に機能し始めたことである。 

探究がその場限りで終わらず、次の実践へとつながる構造が確立しつつある。 

 

６．今後に向けて 

今後の課題は、 

・さらに子どもの言葉を中心に据えること 

・記録をより対話へとつなげること 

・環境設計の質を高め続けること 

である。 

すくわくプログラムは、特別な取り組みではなく、園文化そのものへと根づき始めてい

る。 

2025 年度は、その基盤が明確になった一年であった。 

 




